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世の中の多くの問題は制約充足問題として表される。多
くの場合、制約充足問題は CNF 形式に変換した上で、
SATソルバというソフトウェアを用いて解かれる。既存の
SATソルバは古典コンピュータ上で実行されるが、逐次的に
解の探索を行うため時間がかかる場合がある。
今回開発した SpoonQの SATソルバでは、アニーリングに
よって得られた解をSATソルバに入力することで、より効率
的に求解を行う。
アニーリング技術を応用し、既存の SAT ソルバと互換
性のある SAT ソルバをつくることで、既に古典コンピ
ュータ上で制約充足問題を解いていたユーザーに対し
て、アニーリングに興味を持ってもらうきっかけを提供した
いと考えている。
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▲ SATソルバを用いた制約充足問題の解き方
SpoonQのアルゴリズム
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アニーリングは定数時間で実行できる反面、解が実行可能解であることが保証されない。
SATソルバは (存在する場合)実行可能解を確実に見つけ出す。⇒アニーリングの結果をヒューリスティックとして与えることで SATソルバによる求解の効率化を目指す
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▲ SpoonQのアルゴリズム
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